
〝
選
挙
に
注
目
す
る
の
が
当
た
り
前
〞

の
環
境
に

〝
支
持
す
る
こ
と
〞が

政
治
を
学
ぶ
意
欲
に
な
る

解
説
を
付
け
た
放
送
な
ど
が
あ
れ
ば

分
か
り
や
す
い

京
都
府
の
大
学
の

ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
を

大学生と
議員の座談会

小
学
校
で
議
員
と
話
せ
れ
ば

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に

生
徒
会
で
議
会
の
よ
う
な

運
営
を
し
て
み
て
は

＠福知山公立大学

12
月
定
例
会
か
ら

令
和
４
年
12
月
５
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の

19
日
間
の
会
期
で
、12
月
定
例
会
を
開
催
。医

療
提
供
体
制
の
確
保
や
、府
民
の
安
心
・
安
全

対
策
、全
国
旅
行
支
援
の
実
施
に
必
要
な
予

算
な
ど
、約
4
6
2
億
円
の
一
般
会
計
補
正

予
算
を
可
決
。そ
の
ほ
か
意
見
書
５
件
な
ど

を
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

k京都府議会事務局総務課   l075-414-5551  m075-441-8398  ngikaisohmu@pref.kyoto.lg.jp
●次回の「京都府議会だより」は5月に発行します。

２
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

2
月
2
日（
木
）〜
３
月
10
日（
金
）

会 

期

西
山 

頌
秀
　
共
産

　伏
見
区

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
開
始
が
迫
る
中
、コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
、新
た
な
事
業
展
開

の
資
金
不
足
が
生
じ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

別
枠
の
新
た
な
融
資
制
度
な
ど
の
創
設
を
国
に
求

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

国
に
対
し
て
、信
用
保
証
料
へ
の
支
援
や
、新

た
な
融
資
制
度
の
創
設
を
繰
り
返
し
求
め

て
き
た
結
果
、新
た
な
信
用
保
証
制
度
の
創
設
が
措

置
さ
れ
た
。引
き
続
き
、中
小
企
業
の
事
業
継
続
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
弁

府
民
の
暮
ら
し・

京
都
経
済
を
守
る

緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

代表
質問

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

12月13日㈫

山
内 

佳
子

共
産

　南
区

▼ 

生
活
保
護
基
準
の
引
下
げ
撤
回
と
制

度
の
周
知
等
に
つ
い
て

▼ 

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
つ
い
て

二
之
湯 

真
士

自
民

　右
京
区

▼ 

京
都
市
の
財
政
再
建
に
繋
が
る
異
次

元
の
府
市
協
調
に
つ
い
て

▼ 

障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て維

新

　北
区

畑
本 

義
允

▼ 

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

▼ 

結
婚
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
変

革
と
早
婚
へ
の
取
組
に
つ
い
て

自
民

　長
岡
京
市
・
乙
訓
郡

能
勢 

昌
博

▼ 

農
業
施
策
に
つ
い
て

▼ 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

12月14日㈬

園
崎 

弘
道

自
民

　城
陽
市

▼ 

防
災
・
危
機
管
理
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

循
環
型
社
会
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

田
中 

健
志

府
民

　中
京
区

▼ 

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
時
の
脱
衣

を
伴
う
検
査
に
つ
い
て

▼ 

自
転
車
の
指
導
啓
発
の
状
況
に
つ
い
て

森
口 

亨

自
民

　京
丹
後
市

▼ 

山
陰
近
畿
自
動
車
道
に
つ
い
て

▼ 

観
光
振
興
に
つ
い
て

成
宮 

真
理
子

共
産

　西
京
区

▼ 

府
立
文
化
芸
術
会
館
の
存
続
・
発
展

に
つ
い
て

▼ 

洛
西
ニュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
の
存
続
と
充

実
を
は
じ
め
西
京
区
・
洛
西
地
域
の

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

12月12日㈪

田
中 

英
夫

自
民

　亀
岡
市

▼ 

子
育
て
環
境
日
本
一
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

京
都
市
と
亀
岡
市
を
結
ぶ
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

水
谷 

修

共
産

　宇
治
市
・
久
世
郡

▼ 

水
道
広
域
化
等
に
つ
い
て

▼ 

大
型
開
発
に
伴
う
交
通
渋
滞
・
買
物

難
民
等
に
つ
い
て

兎
本 

和
久

自
民

　木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

山
城
南
部
地
域
の
発
展
を
支
え
る
道

路
整
備
に
つ
い
て

▼ 

恭
仁
宮
跡
の
活
用
に
向
け
た
整
備
に
つ
い
て

梶
原 

英
樹

府
民

　山
科
区

▼ 

1
0
3
万
円・1
0
6
万
円・1
3
0

万
円
の
壁
と
人
手
不
足
に
つ
い
て

▼ 

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に
伴
う
京
都

が
活
性
化
で
き
る
交
通
政
策
に
つ
い
て

林 

正
樹

公
明

　山
科
区

▼ 

京
都
府
独
自
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に

つ
い
て

▼ 

府
立
公
園
等
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
の
導
入
に
つ
い
て

北
川 

剛
司

府
民

　京
田
辺
市
・
綴
喜
郡

▼ 

広
域
防
災
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

京
都
産
業
の
発
展
に
つ
い
て

そ
の
他
の
項
目
は
府
議
会

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

議
会
の
様
子
は
、

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

　ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

予
算
特
別
委
員
会
小
委
員
会

２
月
13
日（
月
）〜
３
月
９
日（
木
）

代
表
質
問

２
月
７
日（
火
）、８
日（
水
）

K
B
S
京
都
で
生
中
継

２
月
９
日（
木
）、10
日（
金
）、13
日（
月
）

一
般
質
問

特
別
委
員
会

３
月
８
日（
水
）

常
任
委
員
会

３
月
３
日（
金
）、６
日（
月
）、７
日（
火
）

発行／京都府議会
編集／京都府議会広報広聴会議　

No.50
京都府
議会
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日星高等学校2年生
寺坂 文那さんに題字を
書いていただきました
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令
和
4
年
12
月
8
、9
日
に

行
わ
れ
た
代
表
質
問
の
主
な
内
容
は

次
の
通
り
で
す（
質
問
順
）

代表
質問

中
島 

武
文
　
自
民

　宮
津
市
・
与
謝
郡

令
和
６
年
度
末
で
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施
計
画
の

期
間
が
終
了
し
、国
の
補
助
が
減
額
さ
れ
る
と
聞
く

中
、引
き
続
き
、同
様
の
支
援
を
国
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

本
府
と
し
て
も
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

老
朽
化
に
よ
り
、施
設
整
備
に
係
る
費
用
の

増
大
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、令
和
７
年
度
以

降
も
同
様
の
支
援
措
置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
に

強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
。引
き
続
き
、運
行
継
続
に

向
け
、支
援
の
拡
充
・
継
続
を
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

答
弁

山
口 

勝
　
公
明

　伏
見
区

い
じ
め
は
、学
校
や
家
庭
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し

て
受
け
止
め
、広
が
り
あ
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、今
後
の
い
じ
め
防
止
対
策
お
よ
び
地
域
社

会
と
の
連
携
強
化
は
ど
う
か
。

質
問

「
京
都
府
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
会
議
」や

「
地
域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
を
通
じ
て

社
会
全
体
で
い
じ
め
を
防
止
し
、子
ど
も
の
声
を
受

け
止
め
る
よ
う
連
携
を
進
め
る
な
ど
、子
ど
も
の
心

の
中
の
訴
え
に
早
期
に
気
付
き
、支
援
す
る
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

答
弁

荻
原 

豊
久
　
自
民

　宇
治
市
・
久
世
郡

京
都
府
総
合
計
画
に
お
い
て
、「
教
育
環
境
日

本
一
」を
進
め
る
た
め
、地
域
に
応
じ
た
教
育
施

策
や
環
境
整
備
な
ど
の
支
援
を
す
る
と
盛
り
込
ん
で

い
る
が
、子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
す
に
当
た
り
、

教
育
環
境
を
ど
う
考
え
る
か
。

質
問

「
子
育
て
環
境
日
本
一
」の
実
現
に
向
け「
教
育

環
境
の
向
上
」は
不
可
欠
で
あ
り
、市
町
村
の

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
こ
と

で
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、き
め
細
や
か
な
教
育

施
策
を
展
開
し
、教
育
環
境
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

答
弁

北
岡 

千
は
る
　
府
民

　左
京
区

京
都
府
生
涯
現
役
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

は
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
で
き
る
全
世
代
型
の
セ
ン
タ
ー
へ
と
発
展
さ
せ
る

と
聞
く
中
、支
援
や
研
修
な
ど
の
成
果
や
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

質
問

答
弁

今
年
度
か
ら
若
者
や
女
性
向
け
研
修
な
ど
を

実
施
し
た
結
果
、開
設
以
来
９
，０
０
０
人
を

超
え
る
利
用
と
約
90
名
の
再
就
職
につ
な
がった
。今
後

も
、引
き
続
き
企
業
や
大
学
と
も
連
携
し
、共
生
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

京
都
丹
後
鉄
道
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

生
涯
の
学
び
と
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
及
び
女
性
の

働
き
方
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
の
教
育
の
た
め
の

総
合
交
付
金（
仮
称
）

に
つ
い
て

北
原 

慎
治
　
自
民

　右
京
区

京
都
府
歯
科
医
師
会
は
府
内
の
障
害
者
歯

科
医
療
を
担
っ
て
い
る
が
、常
に
予
約
が
埋

ま
って
お
り
急
患
の
随
時
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
って

い
る
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。現
状
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、今
後
対
応
さ
れ
る
の
か
。

質
問

患
者
の
障
害
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応

が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、患
者
の
障
害
の
特

性
や
治
療
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
患
者
が
身
近
な
地

域
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

障
害
者
歯
科
医
療

に
つ
い
て

▲
質問映像の保存期間は1年間です◀ 　 面へつづく4

大学生と議 員の座談会
京
都
市
と
そ
れ
以
外
の
格
差
が
大
き
く

政
治
的
機
能
も
集
中
し
て
い
る
た
め
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
京
都
市
ま
で

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
さ
を
感
じ
る

議員が府民の意見を伺い府政に生かすため、年に一度開催している座談会。今回は、
昨年12月6日に議員が福知山公立大学を訪問し、同大学の地域経営学部地域経営
学科の皆さんと意見交換を行いました。「ゼミなどでの活動を通じて感じた京都府の課題」
「府議会や政治に関心を持つには」をテーマに、率直な意見を頂きました。

京都府
総合計画を
可決　！

「京都府総合計画」は、おおむね20年後の2040年に実現したい
姿として掲げた「一人ひとりの夢や希望がすべての地域で実現
できる京都府」を目指して、令和元年10月に策定されました。し
かしながら、新型コロナウイルス感染症の拡大やロシアによる
ウクライナ侵攻をきっかけとした国際情勢の不安定化など、計
画策定後に生じた歴史的とも言える社会の大きな変化に対応
するため、今回、基本計画の計画期間満了を待たずに前倒しで
改定されることとなり、その内容を審議するため、9月定例会に
おいて特別委員会を設置。9月定例会では「将来構想」・「基本計
画」・「地域振興計画」の中間案について、さまざまな観点から質
問や提案を行い、そ
の意見を踏まえた修
正案が12月定例会
に議案として西脇知
事から提案されまし
た。これを受け、12月
15日には総括質疑を
行い、知事などに対
し、府域の均衡ある
発展や子育て環境日
本一に向けた取り組
み、また医療提供体
制などに関する質問
がなされ、閉会日に議
案を可決しました。

９月定例会　書面審査の様子

12月定例会　総括質疑の様子

京
都
府
全
体
で
均
衡
あ
る
発
展
を

目
指
す
こ
と
が
大
切
。

特
性
の
違
う
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
要
望
に

沿
っ
た
政
治
を
す
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
仕
事

政
治
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
が
あ
っ
て
も

そ
れ
を
育
て
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
今
の
状
況
で
は
、

若
者
の
芽
が
摘
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
は

S
N
S
な
ど
で
情
報
を
得
る
人
た
ち
に

ど
う
発
信
す
る
か
。議
会
の
広
報
も

も
っ
と
工
夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば

大
学
生

大
学
生

議
員

議
員

「
政
治
に
関
心
を
持
つ
こ
と
」＝「
投
票
率
」に

限
定
し
て
し
ま
う
と

政
治
の
本
質
を
見
失
っ
て
し
ま
う
か
も

若
い
と
き
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て

自
分
の
得
意
を
伸
ば
し
な
が
ら
、

未
来
を
担
え
る
人
材
に
成
長
し
て
ほ
し
い

大
学
生

議
員

＠福知山公立大学

参加議員：広報広聴会議委員
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し
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ち
ょ
く



〝
選
挙
に
注
目
す
る
の
が
当
た
り
前
〞

の
環
境
に

〝
支
持
す
る
こ
と
〞が

政
治
を
学
ぶ
意
欲
に
な
る

解
説
を
付
け
た
放
送
な
ど
が
あ
れ
ば

分
か
り
や
す
い

京
都
府
の
大
学
の

ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
を

大学生と
議員の座談会

小
学
校
で
議
員
と
話
せ
れ
ば

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に

生
徒
会
で
議
会
の
よ
う
な

運
営
を
し
て
み
て
は

＠福知山公立大学

12
月
定
例
会
か
ら

令
和
４
年
12
月
５
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
の

19
日
間
の
会
期
で
、12
月
定
例
会
を
開
催
。医

療
提
供
体
制
の
確
保
や
、府
民
の
安
心
・
安
全

対
策
、全
国
旅
行
支
援
の
実
施
に
必
要
な
予

算
な
ど
、約
4
6
2
億
円
の
一
般
会
計
補
正

予
算
を
可
決
。そ
の
ほ
か
意
見
書
５
件
な
ど

を
可
決
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

k京都府議会事務局総務課   l075-414-5551  m075-441-8398  ngikaisohmu@pref.kyoto.lg.jp
●次回の「京都府議会だより」は5月に発行します。

２
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

2
月
2
日（
木
）〜
３
月
10
日（
金
）

会 

期

西
山 

頌
秀
　
共
産

　伏
見
区

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
開
始
が
迫
る
中
、コ
ロ

ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
、新
た
な
事
業
展
開

の
資
金
不
足
が
生
じ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

別
枠
の
新
た
な
融
資
制
度
な
ど
の
創
設
を
国
に
求

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

質
問

国
に
対
し
て
、信
用
保
証
料
へ
の
支
援
や
、新

た
な
融
資
制
度
の
創
設
を
繰
り
返
し
求
め

て
き
た
結
果
、新
た
な
信
用
保
証
制
度
の
創
設
が
措

置
さ
れ
た
。引
き
続
き
、中
小
企
業
の
事
業
継
続
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

答
弁

府
民
の
暮
ら
し・

京
都
経
済
を
守
る

緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

代表
質問

一
般
質
問
（
主
な
項
目
）

12月13日㈫

山
内 

佳
子

共
産

　南
区

▼ 

生
活
保
護
基
準
の
引
下
げ
撤
回
と
制

度
の
周
知
等
に
つ
い
て

▼ 

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
つ
い
て

二
之
湯 

真
士

自
民

　右
京
区

▼ 

京
都
市
の
財
政
再
建
に
繋
が
る
異
次

元
の
府
市
協
調
に
つ
い
て

▼ 

障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て維

新

　北
区

畑
本 

義
允

▼ 

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て

▼ 

結
婚
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
識
変

革
と
早
婚
へ
の
取
組
に
つ
い
て

自
民

　長
岡
京
市
・
乙
訓
郡

能
勢 

昌
博

▼ 

農
業
施
策
に
つ
い
て

▼ 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

12月14日㈬

園
崎 
弘
道

自
民

　城
陽
市

▼ 

防
災
・
危
機
管
理
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

循
環
型
社
会
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

田
中 

健
志

府
民

　中
京
区

▼ 

児
童
生
徒
等
の
健
康
診
断
時
の
脱
衣

を
伴
う
検
査
に
つ
い
て

▼ 

自
転
車
の
指
導
啓
発
の
状
況
に
つ
い
て

森
口 

亨

自
民

　京
丹
後
市

▼ 

山
陰
近
畿
自
動
車
道
に
つ
い
て

▼ 

観
光
振
興
に
つ
い
て

成
宮 

真
理
子

共
産

　西
京
区

▼ 

府
立
文
化
芸
術
会
館
の
存
続
・
発
展

に
つ
い
て

▼ 

洛
西
ニュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
の
存
続
と
充

実
を
は
じ
め
西
京
区
・
洛
西
地
域
の

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

12月12日㈪

田
中 

英
夫

自
民

　亀
岡
市

▼ 

子
育
て
環
境
日
本
一
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

京
都
市
と
亀
岡
市
を
結
ぶ
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

水
谷 

修

共
産

　宇
治
市
・
久
世
郡

▼ 

水
道
広
域
化
等
に
つ
い
て

▼ 

大
型
開
発
に
伴
う
交
通
渋
滞
・
買
物

難
民
等
に
つ
い
て

兎
本 
和
久

自
民

　木
津
川
市
・
相
楽
郡

▼ 

山
城
南
部
地
域
の
発
展
を
支
え
る
道

路
整
備
に
つ
い
て

▼ 

恭
仁
宮
跡
の
活
用
に
向
け
た
整
備
に
つ
い
て

梶
原 

英
樹

府
民

　山
科
区

▼ 

1
0
3
万
円・1
0
6
万
円・1
3
0

万
円
の
壁
と
人
手
不
足
に
つ
い
て

▼ 

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に
伴
う
京
都

が
活
性
化
で
き
る
交
通
政
策
に
つ
い
て

林 

正
樹

公
明

　山
科
区

▼ 

京
都
府
独
自
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に

つ
い
て

▼ 

府
立
公
園
等
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
の
導
入
に
つ
い
て

北
川 

剛
司

府
民

　京
田
辺
市
・
綴
喜
郡

▼ 

広
域
防
災
の
取
組
に
つ
い
て

▼ 

京
都
産
業
の
発
展
に
つ
い
て

そ
の
他
の
項
目
は
府
議
会

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※

議
会
の
様
子
は
、

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

　ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

予
算
特
別
委
員
会
小
委
員
会

２
月
13
日（
月
）〜
３
月
９
日（
木
）

代
表
質
問

２
月
７
日（
火
）、８
日（
水
）

K
B
S
京
都
で
生
中
継

２
月
９
日（
木
）、10
日（
金
）、13
日（
月
）

一
般
質
問

特
別
委
員
会

３
月
８
日（
水
）

常
任
委
員
会

３
月
３
日（
金
）、６
日（
月
）、７
日（
火
）
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